
今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

複
合
動
詞
の
構
成
を
通
し
て

藤
　
　
井

俊
　
　
博

、
は
じ
め
に

　
和
漢
混
清
文
の
語
彙
の
研
究
の
一
視
点
と
し
て
、
複
合
動
詞
の
構
成
法
の
面

か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
小
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

　
複
合
動
詞
を
語
彙
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
ま
ず
、
語
彙

量
の
多
い
こ
と
に
あ
る
。
通
常
言
語
作
晶
で
用
い
ら
れ
る
品
詞
別
の
語
彙
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

に
お
い
て
、
動
詞
の
比
率
は
、
名
詞
に
次
い
で
高
く
、
そ
の
動
詞
語
彙
の
大
部

分
を
占
め
る
の
は
、
単
独
動
詞
で
は
な
く
、
動
詞
十
動
詞
の
複
合
形
式
を
採
る

も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
複
合
動
詞
の
構
成
法
に
は
、
他
に
、
名

詞
（
居
体
言
）
十
す
、
名
詞
十
動
詞
の
形
式
も
あ
る
が
、
右
の
形
式
が
、
複
合

動
詞
の
形
式
の
大
部
分
を
占
め
る
の
み
な
ら
ず
、
複
合
語
全
般
に
視
野
を
広
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
も
、
名
詞
十
名
詞
の
複
合
名
詞
に
次
ぐ
高
比
率
で
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
動
詞
十
動
詞
の
形
式
は
造
語
力
が
強
く
、
容
易
に
新
語
を
構

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

成
し
得
る
か
ら
、
そ
の
用
語
の
傾
向
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
作
品
の
文

体
上
の
個
性
を
知
る
の
に
も
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
夙
に
、
竹
内
美
智

　
　
子
氏
は
源
氏
物
語
の
複
合
動
詞
に
、
接
頭
辞
的
動
詞
十
実
質
動
詞
や
、
実
質
動

詞
十
補
助
動
詞
の
形
式
の
み
な
ら
ず
、
実
質
動
詞
十
実
質
動
詞
の
形
式
が
多
数

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
が
漢
文
・
漢
語
を
前
提
と
す
る
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彙
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
秋
本
守
英
氏
は
、
平
安
時
代
の
和
文

七
作
品
の
複
合
動
詞
に
っ
い
て
、
時
代
の
下
が
る
方
が
、
ま
た
、
漢
文
訓
読
文

の
影
響
の
強
い
と
言
わ
れ
る
も
の
よ
り
和
文
的
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
も
の
の
方

が
、
複
合
動
詞
が
多
く
、
文
が
長
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
に

見
え
る
併
列
的
複
合
動
詞
（
竹
内
氏
の
実
質
動
詞
十
実
質
動
詞
に
相
当
す
る
も

の
）
が
漢
文
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
筆
者
も
、
続
日

本
紀
宣
命
の
複
合
動
詞
に
同
義
な
い
し
類
義
の
動
詞
の
組
み
合
わ
せ
の
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
ら
が
漢
文
の
詔
勅
に
典
拠
を
持
っ
用
語
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
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今
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語
彙
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あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
和
漢
混
清
文
で
あ
る

今
昔
物
語
集
の
複
合
動
詞
に
も
漢
語
語
彙
の
影
響
に
よ
る
用
語
が
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。

　
本
稿
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
今
昔
物
語
の
複
合
動
詞
の
構
成
上

の
特
色
を
、
前
項
・
後
項
の
動
詞
の
用
法
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
複
合
動
詞
の
認
定
と
方
法

　
本
稿
で
は
、
動
詞
十
動
詞
の
形
式
の
用
例
を
複
合
動
詞
と
認
定
し
、
次
の
観

点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
１
、
和
文
と
の
一
致
度

　
２
、
訓
点
語
の
包
合
率

　
３
、
前
項
後
項
の
転
倒
率

和
文
と
の
一
致
度
を
見
る
の
は
、
む
し
ろ
今
昔
物
語
集
の
独
自
語
彙
を
見
直
す

た
め
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
訓
点
語
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
３
は
、
今
昔
物
語
集
に
特
徴
的
な
造
語
法
と
し
て
前
項
後
項
の

転
倒
し
た
形
式
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
動
詞
十
動
詞
の
複
合
動
詞
と
い
っ
て
も
、
前
項
・
後
項
の
一
方
が
極

度
に
形
式
化
し
た
も
の
や
敬
語
に
関
わ
る
語
彙
は
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
次
の
方
針
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
１
、
「
た
て
ま
つ
る
」
「
た
ま
ふ
」
等
、
敬
語
補
助
動
詞
と
考
え
ら
れ
る
も
の

二
八

　
　
は
除
く
。

　
２
、
「
あ
ゆ
む
」
「
あ
ゆ
ぶ
」
、
「
か
な
し
む
」
「
か
な
し
ぶ
」
、
「
い
く
」
「
ゆ

　
　
く
」
等
の
音
韻
上
の
交
替
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
別
語
と
は
考
え
な
い
。

　
３
、
「
ゐ
て
（
将
）
」
、
「
も
て
（
持
）
」
は
、
語
性
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

　
　
動
詞
「
ゐ
る
」
「
も
つ
」
と
し
て
扱
う
。

　
４
、
「
い
ふ
」
「
の
た
ま
ふ
」
、
「
み
る
」
「
ご
ら
ん
ず
」
等
の
敬
語
非
敬
語
は
、

　
　
同
語
と
し
て
扱
う
。

　
５
、
「
き
た
る
」
と
「
く
（
来
）
」
は
同
語
と
し
て
扱
う
。

　
６
、
接
頭
語
的
な
「
あ
ひ
（
相
）
」
「
う
ち
（
打
）
」
「
か
き
（
掻
）
」
、
接
尾
語

　
　
的
な
「
あ
ふ
（
合
）
」
「
う
（
得
）
」
「
そ
む
（
初
）
」
「
は
つ
（
果
）
」
等
も

　
　
複
合
動
詞
の
前
項
後
項
に
含
め
て
考
え
る
。
た
だ
し
、
複
合
動
詞
の
用
例

　
　
が
、
こ
れ
ら
の
結
合
に
よ
る
も
の
し
か
な
い
場
合
は
、
複
合
動
詞
を
構
成

　
　
し
な
い
も
の
の
用
例
に
数
え
る
。

　
７
、
「
は
し
り
い
で
き
た
る
」
「
わ
ら
ひ
の
の
し
り
あ
ふ
」
等
の
三
つ
の
単
独

　
　
動
詞
が
合
し
た
場
合
は
、
意
味
の
結
合
の
上
か
ら
２
＋
１
．
ま
た
は
１
＋
２

　
　
に
分
け
、
「
は
し
り
十
い
で
き
た
る
」
「
わ
ら
ひ
十
の
の
し
り
あ
ふ
」
の
ご

　
　
と
く
に
分
け
た
。
さ
ら
に
後
者
の
「
の
の
し
り
あ
ふ
」
は
「
あ
ふ
」
を
接

　
　
辞
的
な
も
の
と
見
て
単
に
「
の
の
し
る
」
と
同
じ
と
見
倣
す
。

　
な
お
、
資
料
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
今
昔
物
語
集
』
に
よ
り
、
併
せ

て
馬
淵
和
夫
監
修
『
今
昔
物
語
集
自
立
語
索
引
』
を
利
用
し
た
。
コ
ニ
宝
感
応



要
略
録
』
『
日
本
国
法
華
験
記
』
は
芳
賀
矢
一

和
文
は
、
木
下
正
雄
『
源
氏
物
語
用
語
索
引
』

照
語
い
表
』
を
利
用
し
て
補
足
し
た
。

三
、
和
文
と
の
一
致
度

『
孜
証
今
昔
物
語
集
』

の
ほ
か
宮
島
達
夫
編

に
よ
る
。

『
古
典
対

今
昔
物
語
集
の
複
合
動
詞
の
異
な
り
語
数
は
『
今
昔
物
語
集
自
立
語
索
引
』

に
よ
っ
て
数
え
る
と
三
〇
八
五
種
で
、
そ
の
う
ち
『
古
典
対
照
語
い
表
』
に
掲

出
さ
れ
て
い
る
複
合
動
詞
と
一
致
す
る
の
は
、
約
三
分
の
一
の
九
七
六
語
で
あ

る
。
ま
た
、
源
氏
物
語
と
比
較
す
る
と
、
ア
行
の
み
の
異
な
り
語
数
で
、
今
昔

物
語
集
八
八
九
例
に
対
し
源
氏
物
語
＝
…
五
例
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
異
な
り
語
数
の
多
い
源
氏
物
語
に
対
し
て
延
べ
語
数
が
多
い
の

が
今
昔
物
語
集
の
特
徴
で
あ
る
。
同
じ
く
ア
行
の
み
の
調
査
で
あ
る
が
、
今
昔

物
語
集
の
延
べ
語
数
は
三
五
八
六
例
で
あ
っ
て
、
異
な
り
語
数
の
八
八
九
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

約
四
倍
に
な
る
。
秋
本
守
英
氏
の
御
調
査
で
は
、
源
氏
物
語
（
花
散
里
ま
で
）

で
の
異
な
り
語
数
一
〇
六
三
例
に
対
し
、
延
べ
語
数
一
七
三
二
例
で
あ
る
ほ
か
、

土
佐
日
記
・
伊
勢
物
語
・
竹
取
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
・
蜻
蛉
日
記
・
落
窪
物

語
、
等
い
ず
れ
も
延
べ
語
数
は
異
な
り
語
数
の
二
倍
に
満
た
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
今
昔
物
語
集
の
複
合
動
詞
が
各
説
話
ご
と
に
類
型
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

事
を
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
こ
こ
で
は
、
複
合
動
詞
の
前
項
の
現
れ
方
に
よ
っ
て
今
昔
物
語
集
と
和

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

文
の
作
品
を
比
較
す
る
。
後
に
見
る
訓
点
語
や
転
倒
率
も
含
め
て
次
の
規
準
で

分
類
し
た
。

　
一
、
和
文
で
前
項
動
詞
・
後
項
動
詞
の
い
ず
れ
に
用
い
る
か
に
よ
る
分
類

　
　
１
、
今
昔
物
語
集
の
前
項
動
詞
が
和
文
で
も
複
合
動
詞
を
っ
く
る
も
の

　
　
　
Ａ
　
今
昔
物
語
集
で
前
項
動
詞
に
し
か
用
い
な
い
も
の

　
　
　
　
○
　
和
文
で
前
項
動
詞
で
の
み
用
い
る
も
の

　
　
　
　
　
　
和
文
で
後
項
動
詞
で
の
み
用
い
る
も
の

　
　
　
　
　
　
和
文
で
前
項
動
詞
・
後
項
動
詞
い
ず
れ
に
も
用
い
る
も
の

　
　
　
Ｂ
　
今
昔
物
語
集
で
前
項
動
詞
で
の
み
用
い
る
も
の

　
　
　
　
＠
　
和
文
で
前
項
動
詞
で
の
み
用
い
る
も
の

　
　
　
　
　
　
和
文
で
後
項
動
詞
で
の
み
用
い
る
も
の

　
　
　
　
＠
　
和
文
で
前
項
動
詞
・
後
項
動
詞
い
ず
れ
に
も
用
い
る
も
の

　
　
ー
、
今
昔
物
語
集
の
前
項
動
詞
が
和
文
で
複
合
動
詞
を
つ
く
ら
な
い
も
の

　
　
　
　
¢
　
和
文
で
前
項
動
詞
を
単
独
動
詞
と
し
て
用
い
る
も
の

　
　
　
　
＠
　
和
文
で
前
項
動
詞
自
体
が
存
在
し
な
い
も
の

　
二
、
訓
点
語
の
包
含
率
（
前
項
動
詞
の
中
に
含
ま
れ
る
訓
点
語
の
総
数
を
、

　
　
総
前
項
動
詞
数
で
除
し
た
も
の
）

　
三
、
転
倒
率
（
前
項
動
詞
と
後
項
動
詞
が
入
れ
替
わ
っ
た
語
形
で
用
い
ら
れ

　
　
る
例
数
を
、
各
前
項
動
詞
数
で
除
し
た
も
の
）

二
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（
表
一
）
和
文
と
の
比
較
に
よ
る
前
項
動
詞
の
分
類

類
分

数
詞
動
項
前

詞
動
合
複

項
前
／
合
複

率
倒
転

前
み
◎
で
の
る
文
に
い
和
項
用

４
９
４
３
３

０
７

）
％
１
４
７
（

■

後
み
　
で
の
る
文
に
い
和
項
用

８

１
０

３
１

）
％
０
０
（

）
％
１
３
１
（

－

前
に
　
で
項
る
文
後
い
和
項
用

４
３
４
６
１

４
３

）
％
０
０
（

－

前
み
＠
で
の
る
文
に
い
和
項
用

３
８
２
９
４

３
ｎ

）
％
１
８
７
（

後
み
　
で
の
る
文
に
い
和
項
用

３
７

７
６

１
２

）
％
０
０
（

）
％
８
３
（

前
に
＠
で
項
る
文
後
い
和
項
用

８
８
１

６
７
１
７

２
９

）
％
３
６
（

三
〇

〈
続
〉

前
を
用
で
詞
で
¢
文
動
独
る
和
項
単
い

６
７
６
５
１

５
２

）
％
０
０
（

前
自
在
＠
で
詞
存
い
文
動
が
な
和
項
体
し

９
５
４
９
１

６
１

）
％
０
０
（

）
％
（
８
８

計
合

２
５
５

８
５
３
０

９
５

７
６
９

前
項
動
詞
に
よ
っ
て
分
類
し
た
の
は
、
あ
る
動
詞
が
前
項
・
後
項
に
用
い
ら
れ

る
度
合
い
が
語
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
と
い
う
事
を
予
測
し
た
た
め
で
あ
る
。
結

果
を
見
る
と
今
昔
物
語
集
と
和
文
で
は
前
項
と
後
項
と
で
は
や
は
り
差
が
あ
る

事
が
わ
か
っ
た
。

　
使
用
度
に
差
が
な
い
の
は
、
和
文
で
前
項
と
後
項
に
自
由
に
用
い
ら
れ
て
い

る
＠
と
、
今
昔
物
語
集
と
和
文
で
と
も
に
前
項
に
の
み
用
い
ら
れ
る
ｏ
と
で
、

こ
れ
ら
は
今
昔
物
語
集
と
和
文
と
の
用
法
の
共
通
度
が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
○
と
＠
と
で
前
項
動
詞
数
は
約
半
数
を
占
め
、
複
合
動
詞
の
総
数

で
は
約
三
分
の
二
を
占
め
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
＠
８
は
、
今
昔
物
語
集
か
和
文
か
の
一
方
で
自
由
度
が
高

く
前
項
と
後
項
と
で
用
い
る
の
に
、
他
方
で
は
制
約
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
　
は
和
文
で
は
後
項
に
も
見
え
る
が
今
昔
物
語
集
で
は
前
項
で
し



か
用
い
ら
れ
な
い
制
約
が
あ
り
、
＠
は
和
文
で
前
項
で
し
か
用
い
ら
れ
ず
　
は

和
文
で
後
項
で
し
か
用
い
ら
れ
な
い
制
約
が
あ
る
。
＠
の
よ
う
に
和
文
で
後
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

に
の
み
用
い
ら
れ
る
動
詞
に
つ
い
て
、
東
辻
保
和
氏
は
後
項
動
詞
に
は
後
置
率

の
高
い
も
の
が
多
い
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
東
辻
氏
が
後
置
率
一
〇
〇
パ

ー
セ
ン
ト
と
さ
れ
た
「
み
だ
る
」
「
と
ど
ま
る
」
「
の
く
」
「
ふ
る
（
触
）
」
（
お

く
る
（
送
）
」
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
　
は
今
昔
物
語
集
で
は
前
項
に
し
か
用
い
な
い
の
に
和
文
で
は
後

項
に
し
か
用
い
な
い
点
で
ま
っ
た
く
逆
の
傾
向
を
持
っ
も
の
と
言
え
る
。
数
は

少
な
い
が
、
今
昔
物
語
集
と
和
文
の
語
構
成
の
方
法
の
差
異
を
示
す
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
の
ゆ
は
複
合
動
詞
自
体
が
和
文
に
な
い
も
の
で
、
後
に
述
べ
る
訓
点
語
と
の

関
連
な
ど
和
文
と
今
昔
物
語
集
の
文
体
の
差
に
も
関
わ
る
点
が
あ
る
。

　
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
０
＠
＠
の
グ
ル
ー
プ
の
ご
と
く
複
合
動
詞
を
多
く
構

成
す
る
も
の
ほ
ど
和
文
と
の
一
致
度
が
高
く
、
＠
◎
の
ゆ
の
グ
ル
ー
プ
の
ご
と

（
表
二
）
　
各
項
の
頻
度
順
の
並
べ
換
え

屑
帆
上
止
ｍ
…
ゾ
　
イ

１
　
一
２
一
３
一
４
　
一
５
一
６
　
一
７
　
一
８

一
　
　
一

－
　
　
　
　
　
１

前
項

＠
一
ゆ
一
¢
一
¢
一
　
一
＠
一
　
一
　

■
　
　
　
　
　
－

－

複
合

＠
一
＠
一
¢
一
¢
一
＠
一
　
一
　
一
　

・
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
一

複
／
前

　

一
＠
一

○

一
　
一
の
一
　
一
＠
一
　

１

一
致
度

＠
一
〇
一
　
一
＠
一
－
一
－
一
－
．
１
　
一
　
　
一
　
一

今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

く
複
合
動
詞
を
構
成
し
に
く
い
も
の
ほ
ど
和
文
と
の
一
致
度
が
低
く
、
　
は
そ

の
中
問
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
大
ま
か
な
傾
向
を
示
し
た
だ
け
で
、
今
昔
物
語
集
と
和

文
で
傾
向
が
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
中
に
も
、
個
々
の
語
と
し

て
は
今
昔
物
語
集
の
独
自
語
彙
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

次
に
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

四
、
訓
点
語
の
包
含
率

　
ま
ず
こ
こ
で
は
、
○
－
ゆ
の
各
グ
ル
ー
プ
に
見
ら
れ
る
訓
点
語
の
前
項
動
詞

を
抜
き
出
し
検
討
を
加
え
た
い
。
訓
点
語
の
認
定
は
、
築
島
裕
博
士
の
『
平
安

時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
の
示
さ
れ
た
方
法
に
よ
る
。

　
○
　
和
文
で
前
項
に
の
み
用
い
る
も
の

　
　
ａ
、
占
ふ
（
和
文
後
項
　
申
す
・
寄
る
）

　
　
　
　
　
　
（
今
昔
後
項
－
相
す
・
察
す
）

　
　
ｂ
、
湿
ふ
（
和
文
後
項
　
渡
る
）

　
　
　
　
　
　
（
今
昔
後
項
－
汚
る
）

　
　
Ｃ
、
濯
ぐ
（
和
文
後
項
－
捨
つ
・
果
つ
）

　
　
　
　
　
　
（
今
昔
後
項
　
浄
む
）

　
　
ｄ
、
築
く
（
和
文
後
項
－
分
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
は
　
　
　
　
め
ぐ
ら

　
　
　
　
　
　
（
今
昔
後
項
　
籠
む
・
隔
つ
・
廻
す
・
廻
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　　＠
ｅｆａａｂＣ

　
　
今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

、
射
る
（
和
文
後
項
　
当
つ
・
返
す
・
殺
す
・
取
る
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
　
宛
つ
・
合
ふ
・
顕
か
す
・
出
す
・
落
と
す
・
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
・
切
る
・
殺
す
・
居
う
・
戦
ふ
・
立
つ
・
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
・
尽
く
す
・
次
ぐ
・
貫
く
・
通
す
・
取
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臥
す
）

、
記
す
（
和
文
後
項
－
置
く
・
続
く
・
伝
ふ
・
集
む
・
留
む
・
漏
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
置
く
・
遣
す
・
付
く
・
尽
く
す
）

和
文
で
後
項
に
の
み
用
い
る
も
の

、
浮
る
（
和
文
前
項
－
思
ふ
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
行
く
）

和
文
で
前
項
後
項
に
用
い
る
も
の
（
用
例
な
し
）

和
文
で
前
項
に
の
み
用
い
る

、
哀
む
（
和
文
後
項
１
お
は
し
ま
す
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
　
悲
し
む
・
貴
む
・
讃
む
・
養
ふ
）

、
恐
る
（
和
文
後
項
－
思
ふ
・
尊
む
・
申
す
・
慢
く
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
合
ふ
・
怪
ぶ
・
敬
ふ
・
怖
づ
・
思
ふ
・
貴
む
・

　
　
　
　
　
　
　
　
歎
く
・
恥
づ
・
迷
ふ
・
喜
ぶ
）

、
屈
る
（
和
文
後
項
　
歩
く
・
居
り
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
居
る
・
居
り
）

＠
ｄｅｆｇａｂＣ

三
二

、
傾
く
（
和
文
後
項
　
来
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
犯
す
）

、
怪
ぶ
（
和
文
後
項
　
思
ふ
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
疑
ふ
・
恐
る
・
驚
く
・
思
ふ
）

、
説
く
（
和
文
後
項
－
上
ぐ
・
出
づ
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
置
く
・
聞
か
し
む
・
聞
か
す
・
答
ふ
・
知
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
二
旦
ふ
・
止
む
・
教
ふ
・
畢
る
）

、
学
ぶ
（
和
文
後
項
－
聞
く
・
知
る
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
極
む
・
知
る
・
伝
ふ
・
読
む
・
畢
る
）

　
　
　
（
今
昔
前
項
　
受
く
・
兼
ぬ
・
伝
ふ
・
読
む
）

和
文
で
後
項
に
の
み
用
い
る
も
の

、
覆
ふ
（
和
文
前
項
　
朽
つ
・
吹
く
）

　
　
　
（
今
昔
前
項
－
打
っ
・
差
す
・
造
る
・
引
く
・
降
る
・
迷
ふ
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
　
隠
す
・
被
ぐ
）

、
養
ふ
（
和
文
前
項
　
撫
づ
）

　
　
　
（
今
昔
前
項
　
哀
む
・
労
る
・
偉
く
・
悲
し
む
・
取
る
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
　
綜
ふ
・
置
く
・
傳
く
・
肥
や
す
・
立
つ
）

、
切
る
（
和
文
前
項
－
言
ふ
・
思
ふ
）

　
　
　
（
今
昔
前
項
　
射
る
・
打
っ
・
押
す
・
掻
く
・
く
ふ
・
定
む
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
摘
む
・
交
む
・
喰
む
・
引
く
・
吹
く
・
申
す
）



＠
Ｃａｂ

　
　
　
（
今
昔
前
項
－
入
る
・
失
ふ
・
置
く
・
落
と
す
・
下
す
・
懸
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
刻
む
・
砕
く
・
食
ふ
・
壊
つ
・
殺
す
・
割
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
捨
つ
・
倒
す
・
取
る
・
去
く
・
放
つ
・
払
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
引
く
・
聞
く
・
塞
ぐ
・
伏
す
）

、
凝
る
（
和
文
前
項
－
思
ふ
）

　
　
　
（
今
昔
前
項
－
押
す
二
這
ふ
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
屈
る
）

和
文
で
前
項
・
後
項
に
用
い
る
も
の

、
畳
む
（
和
文
前
項
－
押
す
）

　
　
　
（
和
文
後
項
　
為
す
）

　
　
　
（
今
昔
前
項
－
打
つ
・
押
す
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
納
む
）

、
転
ぶ
（
和
文
前
項
－
伏
す
）

　
　
　
（
和
文
後
項
－
入
る
・
失
す
・
落
つ
・
退
く
）

　
　
　
（
今
昔
前
項
－
低
す
・
倒
る
・
臥
す
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
　
出
づ
・
落
つ
・
下
る
）

、
崇
む
（
和
文
前
項
－
思
ふ
・
労
く
）

　
　
　
（
和
文
後
項
－
労
く
）

　
　
　
（
今
昔
前
項
貴
む
）

　
　
　
（
今
昔
後
項
－
敬
ふ
・
立
つ
・
貴
む
）

　
　
今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

¢ ｄ
、
悲
む
（
和
文
前
項
－
恋
ふ
）

　
　
　
　
（
和
文
後
項
－
思
ふ
）

　
　
　
　
（
今
昔
前
項
　
哀
む
・
讃
む
）

　
　
　
　
（
今
昔
後
項
－
愛
す
・
痛
む
・
貴
む
・
泣
く
・
歎
く
）

　
和
文
で
前
項
動
詞
を
単
独
で
用
い
る
も
の

ａ
、
極
む
（
今
昔
後
項
－
知
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る

ｂ
、
苦
む
（
今
昔
後
項
痛
む
・
困
し
む
・
悩
む
・
煩
ふ
）

Ｃ
、
殺
す
（
今
昔
後
項
　
得
・
畢
つ
・
伏
す
）

ｄ
、
授
く
（
今
昔
後
項
－
与
ふ
・
捨
つ
・
畢
つ
・
畢
る
）

ｅ
、
退
く
（
今
昔
後
項
－
返
る
）

ｆ
、
貴
む
（
今
昔
後
項
崇
む
・
哀
む
・
合
ふ
・
仰
ぐ
・
怪
む
・
敬
ふ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
ふ
・
悲
し
む
・
信
ず
・
讃
む
・
喜
ぶ
・
礼
む
）

ｇ
、
貫
く
（
今
昔
後
項
　
集
む
・
入
る
・
出
づ
・
得
・
代
ふ
・
捨
つ
・
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
・
儲
く
）

ｈ
、
奪
ふ
（
今
昔
後
項
－
返
す
・
取
る
）

　
、
弘
む
（
今
昔
後
項
－
置
く
・
行
ふ
・
伝
ふ
）

　
、
亡
す
（
今
昔
後
項
－
取
る
）

ｋ
、
貧
る
（
今
昔
後
項
－
愛
す
）

　
、
破
る
（
今
昔
後
項
－
失
す
・
懸
る
・
下
る
・
損
ず
・
散
る
・
残
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱
る
・
傷
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
二



ゆ
ｍ

ａｂＣｄｅｆｇｈ

●
１
■
‘

．
１
■
’ｋ１ｍ

　
　
今
昔
物
吾
集
の
語
鴛
形
成

、
彫
る
（
今
昔
後
項
－
顕
す
）

和
文
で
前
項
動
詞
自
体
が
存
在
し
な
い
も
の

、、、、、、、、、、、

潮
る
（
今
昔
後
項
　
合
ふ
・
笑
ふ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
し

浴
む
（
今
昔
後
項
－
哩
る
・
畢
つ
）

憩
ふ
（
今
昔
後
項
　
立
つ
）

痛
む
（
今
昔
後
項
－
悲
む
・
苦
む
・
歎
く
・
悩
む
・
病
む
）

賎
ぶ
（
今
昔
後
項
－
蔑
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し

敬
ふ
（
今
昔
後
項
－
思
ふ
・
畏
る
・
助
く
・
貴
む
・
敬
む
・
讃
む
・

　
　
　
　
　
　
　
向
ふ
・
礼
む
）

圧
ふ
（
今
昔
後
項
－
討
つ
・
懸
る
・
来
る
・
寄
る
）

悶
く
（
今
昔
後
項
－
落
つ
）

祷
ふ
（
今
昔
後
項
－
廻
す
）

買
ふ
（
今
昔
後
項
　
得
・
調
ふ
・
取
る
・
放
つ
・
求
む
・
持
来
る
）

勘
ふ
（
今
昔
後
項
　
出
す
・
定
む
・
問
ふ
）

軽
む
（
今
昔
後
項
　
慢
る
・
咲
ふ
）

来
る
（
今
昔
後
項
－
遊
ぶ
・
集
る
・
合
ふ
・
現
る
・
有
り
・
至
る
・

　
　
　
　
　
　
　
入
る
・
懸
る
・
通
ふ
・
下
る
・
極
ず
・
坐
す
・

　
　
　
　
　
　
　
過
ぐ
・
住
む
・
責
む
・
住
す
・
近
付
く
・
着
く

　
　
　
　
　
　
　
　
・
集
ふ
・
照
す
・
臨
む
・
始
む
・
向
ふ
・
宿
る

　
　
　
　
　
　
　
　
・
居
る
）

ｎ
、

馳
す
（
今
昔
後
項

　
　
　
　
　
　
　
三
四

集
る
・
至
る
・
出
づ
・
入
る
・
懸
く
・
違
ふ
・

返
る
・
組
む
・
過
ぐ
・
散
す
・
散
る
・
着
く
・

上
る
・
向
ふ
・
行
く
・
寄
る
・
渡
る
）

　
　
　
　
（
以
下
省
略
）

　
右
の
用
例
の
比
較
に
よ
っ
て
、
今
昔
物
語
集
の
訓
点
語
の
方
が
造
語
力
が
強

く
、
複
合
動
詞
の
用
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
和
文
の
複
合
動
詞
は
「
あ
は
れ
み
お
は
し
お
ま
す
」
（
修
飾
関
係
）
「
と

き
い
づ
」
（
補
助
関
係
）
な
ど
の
構
成
が
大
半
で
、
対
等
関
係
の
構
成
は
「
な

で
か
ふ
」
「
あ
が
め
か
し
づ
く
」
「
か
な
し
み
こ
ふ
」
な
ど
小
数
の
例
し
か
見
え

な
い
が
、
今
昔
物
語
集
で
は
類
義
語
の
対
等
関
係
の
構
成
が
主
流
を
占
め
る
こ

と
が
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
＠
　
で
和
文
に
見
え
る
制
約
を
今
昔

物
語
集
が
破
る
理
由
と
な
る
。
例
え
ば
、
和
文
で
前
項
で
の
み
用
い
ら
れ
る

「
恐
る
」
「
怪
ぶ
」
は
、
今
昔
物
語
集
で
は
複
合
動
詞
と
し
て
結
び
っ
き
「
恐
れ

怪
ぶ
」
「
怪
び
恐
る
」
の
ご
と
く
後
項
動
詞
に
転
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
恐
ら
く

は
、
当
時
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
複
合
動
詞
の
構
成
は
翻
訳
調
の
（
や
や

不
自
然
な
）
表
現
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ら
の
傾
向
の
背
景
に
は
、
今
昔
物
語
集
で
は
漢
語
の
訓
読
に
よ
っ
て
生

み
出
さ
れ
た
語
彙
が
豊
富
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
和
文
で
は
「
な
で
か
ふ
」

（
撫
養
）
「
お
そ
れ
を
の
の
く
（
恐
僅
）
「
か
が
ま
り
を
る
」
（
屈
居
）
な
ど
を
除

い
て
、
漢
語
の
影
響
が
少
な
い
事
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
今
昔
物
語
集
の
複
合
動



詞
と
漢
語
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
漢
文
出
典
の
用
語
を
検
討
し
て

明
ら
か
に
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
後
考
に
譲
る
事
に
し
た
い
。

ま
た
、
漢
語
に
出
典
が
得
ら
れ
な
く
と
も
、
和
臭
漢
文
等
の
文
体
の
中
で
造

ら
れ
た
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
¢
＠
の
中
で
も
「
来
る
」
「
馳
す
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
始
め
と
し
て
例
の
多
い
も
の
が
あ
る
が
、
峰
岸
明
氏
が
記
録
語
特
有
の
語
彙

と
さ
れ
た
も
の
と
重
な
る
用
例
も
見
え
て
い
る
。

　
　
あ
や
し
び
お
ど
ろ
く
（
怪
驚
）
二
つ
ち
ゃ
ぶ
る
（
打
破
）
・
お
そ
ひ
き
た
る

　
　
（
圧
来
）
・
は
せ
い
た
る
（
馳
至
一
・
は
せ
む
か
ふ
（
馳
向
）

四
、
転
倒
率

表
一
に
示
し
た
よ
う
に
、
今
昔
物
語
集
の
複
合
動
詞
の
中
に
は
、
前
項
後
項

の
転
倒
し
た
語
形
が
多
く
見
え
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
「
出
で
立
っ
」
（
出
て

立
つ
）
「
立
ち
出
づ
」
（
立
っ
て
出
て
い
く
）
、
「
見
返
る
」
（
後
を
振
り
向
く
）

「
返
り
見
る
」
（
気
に
懸
け
る
）
の
ご
と
く
和
文
に
も
見
え
る
現
象
で
あ
る
。
し

か
し
、
和
文
で
は
括
弧
内
に
示
し
た
ご
と
き
意
味
の
使
い
分
け
が
み
ら
れ
る
の

に
対
し
て
、
先
に
示
し
た
今
昔
物
語
集
の
例
は
意
味
の
変
化
を
伴
わ
な
い
対
等

関
係
の
構
成
で
あ
っ
た
。

表
一
の
今
昔
物
語
集
の
前
項
動
詞
の
中
で
、
転
倒
例
の
見
え
る
の
は
、
総
数

五
二
五
例
の
中
二
一
五
例
（
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
造
ら
れ

た
複
合
動
詞
の
数
（
異
な
り
語
数
）
は
総
数
三
〇
八
五
例
の
中
の
三
五
四
例

　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

（
十
一
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
時
期
の
宇
治
拾
遺
物
語

や
源
氏
物
語
な
ど
と
比
べ
て
倍
以
上
の
高
率
で
あ
る
（
表
四
参
照
）
。
し
か
も
、

今
昔
物
語
集
で
は
単
純
な
転
倒
に
よ
る
方
法
の
み
な
ら
ず
、
前
節
で
み
た
よ
う

な
類
義
語
を
組
み
合
わ
せ
る
方
法
に
よ
っ
て
、
豊
富
な
語
彙
が
形
成
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
驚
き
怪
む
」
は
、
出
典
に
頻
出
す
る
漢
語

「
驚
怪
」
の
訓
読
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
派
生
語
は
多
岐
に
渡
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚
怪

驚
き
怪
ぶ

驚
き
怖
る
　
　
疑
ひ
怪
ぶ
　
　
怪
び
疑
ふ

驚
き
悔
ゆ
　
　
恐
れ
怪
ぶ
　
　
怪
び
恐
る

驚
き
悟
む

驚
き
歎
く

驚
き
喜
ぶ

怪
び
驚
く

悟
め
驚
く

　
大
漢
和
辞
典
に
よ
る
と
、
「
驚
怖
」
「
驚
悔
」
「
驚
歎
」
「
驚
喜
」
「
怪
疑
」
な

ど
の
漢
語
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
右
の
複
合
動
詞
に
は
漢
語
に
支
え
を
も
つ
も
の

も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
漢
文
の
用
例
の
な
い
も
の
は
、
漢
語
的
発
想
に
よ
る
造
語

法
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
生
言
え
よ
う
か
。

　
次
に
今
昔
物
語
集
お
よ
び
源
氏
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
の
転
倒
例
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

表
（
三
）

皿
「
今
昔
物
語
集
」
（
度
数
二
以
上
）

度
数八六四三二

動

詞

た
ふ
と
む

き
た
る

つ
た
ふ

か
な
し
む

と
る
あ
ば
れ
む

い
た
む

お
そ
る

に
く
む

わ
ら
ふ

な
げ
く

な
く
の
の
し
る

ゆ
く
あ
や
し
む

あ
つ
ま
る

う
た
が
ふ

お
ふ
く
だ
る

く
る
し
む

こ
し
ら
ふ

せ
む
た
す
く

つ
く
る

と
ほ
る

結
合
す
る
動
詞

あ
が
む
・
あ
は
れ
む
こ
つ
や
ま
ふ
・
か
な
し
む
・
し
ん
ず
・
ほ
む

よ
ろ
こ
ぶ
・
を
が
む

あ
つ
ま
る
・
く
だ
る
・
せ
む
・
ち
か
づ
く
・
む
か
ふ
・
よ
る

い
ふ
・
う
け
た
ま
は
る
・
き
く
・
な
ら
ふ
・
ひ
ろ
む
・
ま
な
ぶ

あ
は
れ
む
・
あ
い
す
・
く
ゆ
・
た
す
く
・
な
げ
く
・
な
く

あ
は
す
・
い
る
・
お
く
・
か
ふ

か
な
し
む
・
た
ふ
と
む
・
ほ
む

か
な
し
む
・
く
る
し
む
・
や
む

あ
や
し
む
・
お
づ
・
は
づ

い
と
ふ
・
そ
し
る
・
に
く
む

あ
ざ
け
る
・
あ
な
づ
る
・
い
ふ

お
も
ふ
・
う
れ
ふ
・
お
ぽ
す

か
な
し
む
・
さ
け
ぶ
・
な
げ
く

さ
わ
ぐ
・
と
ふ
・
も
と
む

い
づ
・
す
ぐ
・
す
す
む

う
た
が
ふ
・
お
ど
ろ
く

あ
っ
ま
る
・
き
た
る

あ
や
し
む
・
お
も
ふ

う
つ
・
と
ら
ふ

か
へ
る
・
き
た
る

い
た
む
・
な
や
む

い
ふ
・
を
こ
つ
る

う
っ
・
き
た
る

か
な
し
む
・
す
く
ふ

あ
ら
は
す
・
う
つ
す

す
ぐ
・
ゆ
く

は
し
る

ほ
む
ゆ
る
す

よ
ろ
こ
ぶ

お
る
・
た
つ

あ
は
れ
む
・
た
ふ
と
む

か
へ
す
・
は
な
つ

か
な
し
む
・
た
ふ
と
む

三
六

ｍ
「
源
氏
物
語
」
（
度
数
二
以
上
）

度
数

二
十三二

動

詞

お
も
ふ

い
づ
か
く
た
つ
と
ぶ
ら
ふ

み
る
あ
か
る

い
と
な
む

い
ふ
か
よ
ふ

き
く
つ
く
の
た
ま
ふ

ま
ぎ
ら
は

す
よ
る

結
合
す
る
動
詞

あ
つ
か
ふ
・
あ
ふ
・
い
そ
ぐ
・
い
と
な
む
・
い
ふ
・
い
ら
る
こ
つ

た
が
ふ
・
お
と
す
・
お
ど
ろ
く
・
か
か
づ
ら
ふ
・
か
し
づ
く
・
し

の
ぶ
・
た
づ
ぬ
・
な
げ
く
・
ね
が
ふ
・
の
た
ま
ふ
・
へ
だ
つ
・
み

だ
る
・
む
つ
ぶ
・
よ
ろ
こ
ぶ

た
つ
・
は
な
る
・
む
か
ふ

す
さ
む
・
ま
ぎ
ら
は
す
・
み
だ
る

い
づ
・
か
く
る
・
さ
わ
ぐ

ま
ゐ
る
・
み
る
・
ま
う
づ

お
も
ふ
・
か
へ
る
・
き
く

ち
る
・
ゆ
く

お
も
ふ
・
つ
か
う
ま
つ
る

お
ど
す
・
お
も
ふ

く
・
ま
ゐ
る

つ
た
ふ
・
み
る

お
は
し
ま
す
・
し
む

お
き
っ
・
お
ぽ
す

お
は
す
・
か
く

お
は
す
・
か
へ
す



皿
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
（
全
例
一

度
数

動
　
詞

結
合
す
る
動
詞

三

あ
ひ

お
も
ふ
・
す
・
み
る

二

あ
つ
ま
る

っ
ど
ふ
・
ゐ
る

さ
わ
ぐ

あ
わ
つ
・
ま
ど
ふ

た
っ

い
づ
・
は
し
る

と
る

い
る
・
わ
く

一

い
だ
す

や
る

い
づ

た
つ

お
も
ふ

お
も
ふ

、
■
刀
く

つ
づ
く

か
へ
す

や
る

き
ょ
う
ず

み
る

さ
け
ぶ

な
く

す
ぐ

ゆ
く

た
づ
ぬ

と
ふ

つ
く
（
突
）

ゐ
る

つ
た
ふ

き
く

つ
ど
ふ

あ
つ
ま
る

表
（
四
）

率例倒転詞動合複ｕ伊山慎転

集語物昔今％５１１５８０３４５３

語物氏源％９４１０７３２８１

語物遺拾治宇％２４６４２１
５
２

　
今
昔
物
語
集
の
動
詞
に
特
徴
的
な
点
は
、
訓
点
語
で
あ
り
、
か
つ
、
精
神
活

動
を
示
す
語
が
上
位
を
占
め
る
事
で
あ
る
。
「
た
ふ
と
む
」
「
か
な
し
む
」
「
あ

は
れ
む
」
「
い
た
む
」
「
お
そ
る
」
「
あ
や
し
む
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
り
、
結
合

す
る
動
詞
の
「
う
や
ま
ふ
」
「
し
ん
ず
」
「
ほ
む
」
「
よ
ろ
こ
ぶ
」
「
を
が
む
」

「
あ
い
す
」
「
く
ゆ
」
「
な
げ
く
」
「
な
く
」
「
く
る
し
む
」
「
お
づ
」
「
は
づ
」
な

　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

ど
の
類
義
語
が
結
び
っ
き
、
今
昔
物
語
集
の
説
話
を
形
成
す
る
常
套
語
句
と
な

る
語
彙
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
今
昔
物
語
集
と
同
じ
時
期
に
作
ら
れ
た
宇
治
拾
遺
物
語
に

は
、
説
話
文
学
上
の
共
通
面
が
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
昔

物
語
集
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
特
色
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
両
書
の
時
代
や

内
容
（
仏
教
説
話
か
世
俗
説
話
か
）
の
差
異
に
も
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今

基
物
語
集
の
編
者
の
文
体
の
特
質
や
独
自
の
語
彙
形
成
の
方
法
に
よ
る
面
が
大

き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
源
氏
物
語
で
は
「
お
も
ふ
」
を
含
む
複
合
動
詞
が
多
い
が
、
こ
れ
は

紫
式
部
の
独
自
の
心
理
描
写
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
精
神
作
用
を
表
す
た
め
の

語
彙
形
成
の
方
法
は
今
昔
物
語
集
と
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
逆
に
、
今
昔
物
語
集
と
和
文
で
共
通
す
る
転
倒
例
も
存
す
る
。

　
１
　
あ
そ
ぶ
ー
た
は
ぶ
る
　
　
２
　
い
づ
１
は
し
る

　
３
　
う
た
が
ふ
１
お
も
ふ
　
　
４
　
お
も
ふ
－
な
げ
く

　
５
　
さ
わ
ぐ
ー
の
の
し
る
　
　
６
　
か
へ
す
１
や
る

　
７
　
き
く
－
み
る
　
　
８
　
つ
た
ふ
ー
き
く
　
　
　
９
　
と
ふ
１
た
づ
ぬ

　
１
０
　
な
む
１
ゐ
る
　
　
ｕ
　
ま
う
す
１
つ
た
ふ
　
　
１
２
　
わ
た
る
ー
す
む

　
１
３
　
よ
る
１
ゐ
る

　
右
の
中
で

た
へ
き
く
」

「
あ
そ
び
た
は
ぶ
る
」
「
さ
わ
ぎ
の
の
し
る
」
「
き
き
み
る
」
「
っ

「
と
ひ
た
づ
ぬ
」
な
ど
は
前
項
と
後
項
を
入
れ
替
え
て
も
意
味
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

構
成
の
変
わ
ら
ぬ
並
立
関
係
の
複
合
動
詞
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
遊
戯
」
「
喧

騒
」
「
見
聞
」
「
伝
聞
」
「
尋
問
」
な
ど
の
漢
語
を
支
え
に
し
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
蓋
然
性
が
高
い
。

　
今
昔
物
語
集
の
転
倒
例
は
、
い
わ
ば
こ
れ
ら
の
和
文
の
中
に
も
見
え
る
造
語

法
を
最
大
限
に
応
用
し
、
独
自
語
彙
を
作
り
出
す
方
法
と
し
て
意
識
的
に
多
用

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
例
の
よ
う
に
、
今
昔
物
語
集
に
転
倒
例
の
見

え
る
も
の
が
、
和
文
で
そ
の
一
方
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
事
も
今
昔
物

語
集
の
独
自
の
語
彙
形
成
の
結
果
で
あ
る
。

　
ー
　
レ
る
１
き
た
る
（
い
り
き
た
る
）

　
２
　
う
れ
ふ
１
な
げ
く
（
う
れ
へ
な
げ
く
）

　
３
　
う
と
む
１
お
も
ふ
（
お
も
ひ
う
と
む
）

　
４
　
か
か
や
く
－
ひ
か
る
（
ひ
か
り
か
か
や
く
）

　
５
　
か
た
る
１
つ
た
ふ
（
か
た
り
つ
た
ふ
）

　
６
　
さ
け
ぶ
１
な
く
（
な
き
さ
け
ぶ
）

　
７
　
と
る
ー
お
く
（
と
り
お
く
）

　
８
　
と
る
１
か
ふ
（
と
り
か
ふ
）

　
９
　
な
く
１
か
な
し
む
（
な
き
か
な
し
む
）

　
１
０
　
ま
な
ぶ
１
っ
た
ふ
（
ま
な
び
っ
た
ふ
）

　
ｕ
　
も
と
む
１
さ
わ
ぐ
（
も
と
め
さ
わ
ぐ
）

　
１
２
　
や
し
な
ふ
１
か
し
づ
く
（
や
し
な
ひ
か
し
づ
く
）

三
八

　
１
３
　
わ
ら
ふ
１
い
ふ
（
い
ひ
わ
ら
ふ
）

（
注
）
括
弧
内
の
語
形
は
和
文
で
の
語
形

　
和
文
の
語
形
の
特
徴
と
し
て
、
前
項
の
音
節
数
が
後
項
の
音
節
数
よ
り
必
ず

短
い
か
同
じ
で
あ
る
事
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
昔
物
語
集
で
も
漢

文
の
原
典
の
二
字
漢
語
を
翻
訳
す
る
の
に
短
音
節
十
長
音
節
の
形
式
に
な
る
よ

う
に
前
項
と
後
項
と
を
転
倒
す
る
事
か
ら
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、
『
法
華
験
記
』

の
「
悲
泣
」
「
悲
歎
」
「
聞
見
」
は
「
な
き
か
な
し
む
」
（
四
例
）
「
な
げ
き
か
な

し
む
」
（
二
例
）
「
み
き
く
」
（
一
例
）
と
転
倒
し
て
訳
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

「
か
な
し
み
な
く
」
「
き
き
み
る
」
の
よ
う
な
直
訳
形
は
見
え
な
い
が
、
「
か
な

し
み
な
げ
く
」
の
例
が
一
例
あ
る
か
ら
、
今
昔
物
語
集
で
は
漢
語
の
直
訳
に
よ

っ
て
、
和
文
で
の
原
則
が
破
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
右
と
は
逆
に
、
今
昔
物
語
集
が
短
音
節
十
長
音
節
で
、
和
文
が
長
音
節
十
短

音
節
と
な
る
例
外
は
「
つ
と
め
お
こ
な
ふ
」
（
今
昔
物
語
集
）
「
お
こ
な
ひ
っ
と

む
」
（
源
氏
物
語
四
例
・
大
鏡
一
例
）
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
の
方
は
「
勤
行
」

の
直
訳
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
和
文
で
「
お
こ
な
ひ
っ
と
む
」
と
な

る
理
由
は
っ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
憶
測
を
加
え
れ
ば
、
源
氏
物
語
で
仏
道
修

行
を
表
現
す
る
の
に
「
お
こ
な
ふ
」
が
六
五
例
、
「
っ
と
む
」
が
六
例
で
あ
る

か
ら
、
「
お
こ
な
ふ
」
を
主
と
し
て
「
っ
と
む
一
を
補
助
的
に
用
い
る
意
識
に

よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
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以
上
、
今
昔
物
語
集
の
複
合
動
詞
に
見
え
る
独
自
語
彙
の
特
徴
と
し
て
、

　
一
、
漢
語
の
訓
読
語
を
多
く
取
り
入
れ
た
事

二
、
そ
の
結
果
、
訓
点
語
が
多
く
混
入
し
た
、
類
義
語
の
並
立
関
係
の
複
合

　
　
　
動
詞
が
生
じ
た
事

三
、
構
成
要
素
と
な
る
単
独
動
詞
は
、
精
神
作
用
を
表
す
も
の
に
偏
る
事

　
四
、
類
義
語
の
並
立
で
あ
る
た
め
、
前
項
・
後
項
を
転
倒
し
た
り
、
ま
た
、

　
　
　
前
項
・
後
項
の
一
方
を
漢
語
に
必
ず
し
も
依
拠
し
な
い
類
義
語
に
置
き

　
　
　
替
え
る
事
に
よ
っ
て
語
彙
を
形
成
し
て
い
る
事

な
ど
の
諸
点
を
指
摘
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
特
色
は
、
奈
良
時
代
の
続
日
本
記
宣
命
や
、
平
安
時
代
の
三
宝
絵

詞
な
ど
に
も
顕
著
な
傾
向
で
あ
っ
て
、
翻
案
文
学
の
系
統
に
属
す
る
和
漢
混
清

文
の
一
側
面
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
、
宣
命
体
と
い
う
漢
文
の
訓
読
文
を
表
記

す
る
の
に
適
し
た
文
体
を
採
っ
て
い
る
事
も
、
和
漢
混
清
文
の
一
つ
の
方
向
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

今
昔
物
語
集
の
語
彙
形
成

　
従
来
は
、
和
漢
混
清
文
の
目
印
語
と
し
て
字
音
語
を
扱
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
が
、
本
稿
の
指
摘
し
た
ご
と
き
漢
語
の
翻
訳
語
な
ど
は
等
閑
視
さ
れ
が

ち
で
あ
っ
た
。
確
か
に
中
世
の
軍
記
物
語
な
ど
で
は
翻
訳
語
よ
り
は
字
音
語
の

方
が
和
漢
混
清
現
象
の
中
心
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
字
音
語
の
表
現
の
効
果
や

意
味
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
事
は
当
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
筆
者
は
仏
教
歌
謡
や
仏
教
説
話
な
ど
の
文
体
は
、
漢
文
の
「
和
ら
げ
」
か

ら
発
し
た
、
平
易
化
を
旨
と
す
る
文
体
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
そ
こ
に
見
え
る

複
合
動
詞
は
漢
語
表
現
を
ふ
ま
え
た
も
の
が
用
い
ら
れ
、
仏
典
の
世
界
を
庶
民

に
い
き
い
き
と
伝
え
る
役
割
を
は
た
し
た
に
違
い
な
い
。

　
さ
ら
に
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
、
巻
二
十
を
境
に
訓
読
体
か
ら
和
文
体
に
傾

く
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
和
ら
げ
」
の
過
程
で
生
成
さ
れ
た
複
合
動
詞

が
、
漢
文
の
出
典
を
持
た
な
い
説
話
を
表
現
す
る
の
に
ど
の
程
度
用
い
ら
れ
得

る
か
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
院
政
期
か
ら
中
世

に
か
け
て
作
ら
れ
た
作
品
を
広
く
渉
猟
し
て
、
今
昔
物
語
集
の
（
特
に
巻
二
十

以
前
の
）
語
彙
が
ど
の
程
度
一
般
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
注

　
○
　
宮
島
達
夫
『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
笠
間
書
院
　
昭
和
四
六
年
九
月
）
の
統
計
に

　
　
よ
る
と
名
詞
の
比
率
は
五
四
、
三
％
、
動
詞
の
比
率
は
三
六
、
四
％
で
あ
り
、
他
の

　
　
品
詞
は
三
％
未
満
で
あ
る
。

　
　
　
阪
倉
鷺
義
『
語
構
成
の
研
究
』
（
角
川
書
店
　
昭
和
四
一
年
三
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
今
昔
物
語
集
の
語
真
形
成

　
竹
内
美
智
子
「
平
安
時
代
和
文
の
研
究
』
（
明
治
書
院
　
昭
和
六
一
年
五
月
）

＠
　
秋
本
守
英
「
語
構
成
と
文
構
成
」
（
『
王
朝
』
創
刊
号
　
昭
和
四
四
年
九
月
）

　
拙
稿
「
続
紀
宣
命
の
複
合
動
詞
－
漢
語
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
－
」
（
「
國
文
學

　
論
叢
』
平
成
元
年
三
月
）

＠
秋
本
守
英
氏
の
注
　
論
文
を
参
照
。

¢
東
辻
保
和
「
い
わ
ゆ
る
複
合
動
詞
後
項
の
意
義
論
的
考
察
－
源
氏
物
語
を
資
料
と

　
し
て
－
」
（
『
国
文
学
攻
』
第
六
九
号
　
昭
和
五
十
年
十
月
）

＠
　
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
國
語
學
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
六
一

　
年
一
一
月

四
〇
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